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大崎海岸、家族連れでにぎわう
　ゴールデンウィーク期間中、大崎海
岸は、潮干狩りを楽しむ多くの家族連
れでにぎわいました。
　熊手とバケツを手にした子どもたち
は、砂の中に隠れた貝を見つけると、
歓声をあげながら海の魅力を楽しんで
います。
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人権啓発シリーズ24-3
　本町の人権教育・啓発に
あたりましては、これまで
さまざまな施策を推進して
まいりましたが、このたび、
人権に関する施策の理念や
基本方針を示すための『大
崎町人権教育・啓発基本計
画』を策定しました。
　今後は、この基本計画に
基づいて、様々な人権問題
の解決のために、あらゆる
機会を通して人権教育・啓
発を総合的かつ計画的に推
進してまいります。


